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U N I T

13
ポピュラー文化を利用したまち・
地域の 2.5 次元化プロジェクト

事業の総括責任者

事業の分担者・
学外協力者

令和 5年度の活動内容１

　本プロジェクトの目的は、2019 年度に始動したNULの「ポピュラー文化を活用した羽沢横
国大駅・大学間通学路の 2.5 次元化プロジェクト」の継続プロジェクトとして、ポピュラー文化
を利用し、横国大周辺羽沢地区を中心とする街の歴史を基礎とした地域の文化資源の「ものがた
り」を可視化し、コンテンツ化していくことで、地域の魅力を再発見する仕組みや仕掛けを促す
活動を行うことである。
　2023 年度に行った活動は、以下の通りである。
　①�　都市科学部都市社会共生学科の須川スタジオ主導で、「ヨココクコウサ展」という展示と

展示を楽しく見させるためのゲームを都市 104 で行い、学外も含め 100 名以上の参加者が
あった。羽沢、保土ヶ谷、上星川地区の方々に地域の歴史や横国大の印象や思い出などを聞
き取り調査し、その結果と歴史の調査からものがたり化をして展示した。

　②�　羽沢、保土ヶ谷、上星川地区のものがたりについて掘り起こすため、3名にインタビュー
調査を行った。調査結果と分析は、研究ノートとして『常盤台人間文化叢論 10』に掲載する。
（2024 年 3月発行予定）。

　③�　常盤台地区のものがたりに
ついて、常盤台地区社会福祉
協議会、常盤台地区連合町
内会から数名と会合の場を持
ち、意見交換を行った。今後
の連携についても話し合っ
た。

　④�　神奈川県湯河原町で行われ
ていたアニメ『鬼滅の刃』と
のコラボ企画音声 AR ロケ
トーンでめぐる「湯河原　鬼

● 三浦　倫平 都市イノベーション研究院
● 辻　　大和 都市イノベーション研究院
● 平野　恵子 都市イノベーション研究院
● 原　　智弘 帝京大学外国語学部

● 須川亜紀子 都市イノベーション研究院

ユ ニ ッ ト 報 告 書
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滅の刃　湯めぐりの旅」に参加し、音声ARとキャラクター、物語、地域の紹介について学
んだ。若い世代にとって、音声ARアプリは非常に身近であり、それまでのスタンプラリー
や、ARガイドとは異なる、音声による街めぐりは、今後の企画に大いに参考になった。

　　2024 年度も企画を継続し、今年度話し合ったことに関して具体化していく予定である。

令和 5年度の活動がもたらした地域への貢献2

番号
地域 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

横浜都心エリア □ □ □ □ □ □ □
新湘南エリア □ □ □ □ □ □ □
羽沢エリア ☒ ☒ ☒ □ ☒ ☒ □
県西エリア □ □ □ □ □ □ □

その他 □ □ □ □ □ □ □

ホームページアドレス等3

　https://popular.ynu.ac.jp/

主要連携先4

●常盤台地区社会福祉協議会
●常盤台地区連合町内会

ユ ニ ッ ト 報 告 書
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U N I T

14 子どもの成育環境デザイン

事業の総括責任者

事業の分担者・
学外協力者

令和 5年度の活動内容１

　各分担者が実践する各地域の保育施設や療育施設における換気および音環境の課題解決に向け
た実践的研究や取組について情報共有するとともに、勉強会や施設見学を行い子どもの成育空間
の在り方について議論を深めた。そのほか下記 2に示す通り、学会発表やセミナーや雑誌等の企
画を通して社会還元した。また、2023 年 12 月 26 日に子どもの成育環境デザインオンラインセ
ミナーを開催して、2020 年からの換気不足の問題解消に向けた実践的活動について報告の場を
設け、後日配信のかたちで横浜市内の保育関係者に成果還元を行った。

令和 5年度の活動がもたらした地域への貢献2

番号
地域 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

横浜都心エリア □ ☒ ☒ □ □ □ ☒
新湘南エリア □ □ □ □ □ □ □
羽沢エリア □ □ □ □ □ □ □
県西エリア □ □ □ □ □ □ □

その他 □ □ ☒ □ □ □ ☒

②�昨年度、コンタクトポイント（国土交通省）を通じて提出した「保育施設における排煙窓の日
常換気利用促進について」の質問状に対して 2023 年 6月 27 日に回答があり、「令和 4年度

● 泉　真由子 教育学研究科
● 橘髙　佳恵 教育学部
● 松橋　圭子 東京都市大学人間科学部
● 船場ひさお 駿河台大学メディア情報学部
● 片岡　寛子 電気通信大学男女共同参画・ダイバーシティ戦略推進室
● 野口　紗生 一社こどものための音環境デザイン
● 小西　　恵 一社 園 Power
● 村上　和子 一社 園 Power
● 伊藤　弓子 社会福祉法人あおい会・理事長
● 大竹みどり 杜ちゃいるど園・園長

● 田中　稲子 都市イノベーション研究院

ユ ニ ッ ト 報 告 書
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『建築物の防火避難規定の解説 2016( 第 2版 )』アフターフォロー質問と回答」（http://www.
jcba-net.jp/books/boukahinanqa20230530.pdf）において、排煙窓の日常的な換気利用
に問題がないことが確認された。

③ �-1 上記②に基づき、第 1回子どもの成育環境デザインセミナーを開催した（https://www.
chiiki.ynu.ac.jp/news/000257.html）。

③ �-2 東京都大田区の社会福祉法人職員向け研修会にて本成果を還元する形で保育と環境につい
て講演した（船場・片岡）。

⑦ �-1 保育雑誌「園と家庭を結ぶ げ • ん • き」（エイデル研究所）に本成果を還元する形で「子ど
もと音環境」を連載中（船場、野口、田中、松橋、片岡）。

⑦ -2 学会発表 9件（うち 2件査読有り、下記参照）。
＜関連資料＞
•�種市 慎也 , 田中 稲子 , 宮島 光希 , 松橋 圭子：中間季の換気行為に着目した都市部の保育施設における換気に関する研究，日本建築
学会環境系論文集， 88 巻 806 号 pp. 288-299，2023.4 ( 査読有り )
•�胡怡賢，種市慎也，大西達也，田中稲子：ワンルーム型の保育施設を対象とした保育者の歌唱時におけるCOVID-19 の感染確率と換
気量の関係，第 31回　日本臨床環境医学会学術集会，2023.6
•�小西恵，種市慎也，田中稲子：複合型保育施設における換気量改善のための開口部改修工事に関わる課題整理と効果検証，こども環
境学研究 , p.87，2023.7
•�大西達也，種市慎也，胡怡賢，田中稲子：ワンルーム型保育施設の室内空気環境と家具配置に関する気流解析，こども環境学研究 , p.88, 
2023.7
•�種市慎也，胡怡賢，大西達也，田中稲子：コロナ禍の夏季における保育施設の空気環境及び保育者の換気行為の変化，こども環境学研究 , 
p.83，2023.7
•�種市慎也，胡怡賢，大西達也，田中稲子：横浜市の保育施設における夏季の室内空気環境と幼児・保育者の生理反応に関する研究，
日本建築学会大会学術講演梗概集 , 環境工学Ⅱ，pp.629-630，2023.9
•�大西達也，種市慎也，胡怡賢，田中稲子：コロナ禍の夏季のワンルーム型保育施設における居住域の温熱・空気環境の実態，日本建
築学会大会学術講演梗概集 , 環境工学Ⅱ，pp.1059-1060，2023.9
•�胡怡賢，種市慎也，大西達也，田中稲子：ワンルーム型保育施設の気流解析による COVID-19 の感染確率に関する研究，日本建築学
会大会学術講演梗概集 , 環境工学Ⅱ，pp.1465-1466，2023.9
•�Hiroko Kataoka, Yuki Yoshitomi, Haruto Hirai, Masayuki Takada: An awareness survey on childcare facilities and 
acoustic environment in Japan's residential areas, JASA Express Letters 4(2) 2024.2（査読有り）

ホームページアドレス等3

●地域連携推進機構HP内：
　https://www.chiiki.ynu.ac.jp/nexturbanlab/000128.html

主要連携先4

●社会福祉法人あおい会をはじめ横浜市内を中心とする保育施設（非公開）

ユ ニ ッ ト 報 告 書
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U N I T

15 新音響文化研究会

事業の総括責任者

事業の分担者・
学外協力者

令和 5年度の活動内容１

　本年度は
・�2024 年度予定の横浜国立大学の野音をテーマとする展覧会準備
：�横浜在住のアーティスト西原尚さんとMTG、PA機器の購入、展覧会に協力可能なアーティス
ト調査（関西出張と梅田哲也作品調査）

・�担当授業「音響文化論演習」の一環として、学生による野音のサウンドウォーク作品の制作（2023
年度末までに何らかの形で公開予定）

令和 5年度の活動がもたらした地域への貢献2

番号
地域 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

横浜都心エリア □ □ □ □ □ □ □
新湘南エリア □ □ □ □ □ □ □
羽沢エリア □ □ □ ☒ □ □ □
県西エリア □ □ □ □ □ □ □

その他 □ □ □ □ □ □ □

（羽沢エリアというよりも）横浜国立大学構内（野音）を
主題とする活動を行った。
成果物は、学生が制作したサウンドウォーク作品である。
（2023 年度末までに何らかの形で公開予定）

● 榑沼　範久 都市イノベーション研究院
● 平倉　　圭 都市イノベーション研究院
● 須川亜紀子 都市イノベーション研究院

● 中川　克志 都市イノベーション研究院

ユ ニ ッ ト 報 告 書
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ホームページアドレス等3

　https://sites.google.com/view/soundstudies/ ホーム

主要連携先4

　なし
　

ユ ニ ッ ト 報 告 書
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16
郊外居住のクリエイティビティと
サステイナビリティ

事業の総括責任者

事業の分担者・
学外協力者

令和 5年度の活動内容１

　郊外は都市部に比べると経年経過により近隣関係の成熟がみられるが、外部に対して閉ざされ
がちでコミュニティの多様性に乏しく、高齢化・単身化・空き家化などの課題への新しい対策、
多様な主体の連携による再生・再編手法の構築が求められている。
　本ユニットはそれまで個別に取り組まれていた関連テーマを統合して 2018 年度に発足した。
「団地」と「戸建て住宅地」の空間的違いにも留意しながら共通課題に着目し、一般的手法とし
て提示することを目的として活動と研究に取り組んできた。
　令和 5年度の活動内容は以下の通りである。
　「団地」では、まず、「夏の涼しい住まい講座」を本学の薩本弥生教授（家政学、被服環境
学）の協力も得て地域の小学校高学年児童向けにアレンジし企画した（諸々の事情により実施は
2024 年度）。これは、団地が同じような間取り・建築的条件であることから、団地で暮らす子ど
もたちを中心に多世代への学びの広がりを期待したものであった。
　さらに、本学の島圭介教授（リハビリテーション科学）の協力を得て、地域の保健活動推進員
の方向けに立位機能検査の体験会を開催した。以上の内容は、すべて左近山地域ケアプラザとの
連携事業として実施されたものであり、立位機能検査については、今後市沢地区においてさらに
老人会と連携して実施されることとなっており地域への展開が期待される。
　「戸建て住宅地」では、引き続き継続的な活動のあり方検討および、今後の暮らし方・街づく
りに関する検討を進めた。（いずみ野線沿線住宅地）。また、湘南・横浜西部エリアとして、今泉
台住宅地においては地域住民の協力を得て引き続き空き家・空き部屋活用策の検討を進めた。ま
た、今泉台・庄戸住宅地においてコロナ禍の状況や経年変化を捉える調査結果をもとに高齢者の
フレイルに着目した高齢者の健康と環境との関係に関する研究を進めた。

● 野原　　卓（A・B） 都市イノベーション研究院
● 田中　稲子（A・B） 都市イノベーション研究院
● 吉田　　聡（B） 都市イノベーション研究院
● 大原　一興（A） 都市イノベーション研究院
● 西田　　司（A・B） オンデザイン
● 熊谷　　玄（A） スタジオゲンクマガイ
● 浅岡　淳太（B） 相鉄 HD
● 遠藤　美穂（B） 相鉄ビルマネジメント

● 藤岡　泰寛（A・B） 都市イノベーション研究院

ユ ニ ッ ト 報 告 書
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令和 5年度の活動がもたらした地域への貢献2

番号
地域 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

横浜都心エリア □ □ ☒ □ □ □ □
新湘南エリア □ □ ☒ □ □ □ □
羽沢エリア □ □ ☒ □ □ □ □
県西エリア □ □ ☒ □ □ □ □

その他 □ □ ☒ □ □ □ □

＜「団地」における活動と研究（A）＞
　小冊子『住まいの知恵袋』を活用し、左近山地域ケアプラザと連携して 2023 年 7月 29日に「夏
休みこども体験教室　クイズスタンプラリーで楽しく学ぶ！夏の暑さのヒミツ知りたくない？」
を企画した（諸々の事情により実施は 2024 年度に延期）。
　また、旭区左近山地域ケアプラザにおいて、市沢地区および左近山地区の保健活動推進員の方々
を対象に、2023 年 9月 21日（木）に立位機能検査の体験会を開催した。
　左近山地域ケアプラザとの連携事業として開催した今回の体験会は、本学環境情報研究院の島
圭介准教授らが開発した世界初の技術（ヒトがカーテンや紙などに指先で軽く触れていると安定
して立てたり、転倒しにくくなったりする現象（ライトタッチ現象）に着目し、この現象を再現
する装置を用いて転倒リスクを「立位年齢」として見える化する技術）を、地域においてどのよ
うに活用できそうか意見交換を行うことを目的に開催された。体験会では、地域課題実習「転倒
しない街共創ラボ「こらぼ」」とも連携し、修士 1年の小川康太さん、学部 1年の丹羽里歩子さ
んが参加し、活動の目標や装置の特徴などについて説明を行ったのちに実際に一人ずつ立位年齢
を測定した。2024 年 3月 15日には、市沢地区老人会向けに測定会を実施予定である。
　2022 年７月からは、旭区内の県営笹山団地においても学生入居が始まっており、2023 年 12
月 3日に開催された笹山団地自治会主催の餅つき会に参加し住民ヒアリングなどの基礎的な調査
を行った。また、入居学生会合に参加し、学生入居が先行して進んでいる左近山団地入居学生と
の学生間交流を行った。
＜「戸建て住宅地」における活動と研究（B）＞
相鉄いずみ野線沿線住宅地では、これまで、公×民×学連携による地域活動拠点「みなまきラ
ボ」における地域の創造的で持続的な交流活動促進を試みてきたが（みなまきラボ運営委員会）、
これまでのラボ活動の実施加えて、関係主体で継続的な運営を実施するにあたってのディスカッ
ションを行ったとともに、住宅地内に形成された商店街の空き店舗における社会実験等を行った。
鎌倉今泉台住宅地では、空き家・空き部屋活用策の検討を経て、空き家所有者に意向調査をおこ
ない、実際に部屋の片付け手伝い等を経て「まち部屋」の提案を行った。また、地域住民による
空き店舗活用の魚屋設立に協力、設計と開設イベントの実施を支援した。
＜関連資料＞
　本研究テーマに関連する科研費補助を受けて、活動と研究の両面からプロジェクトを進めた。
教育への貢献として、各研究分野において博士研究や卒業研究に結びついた点が挙げられる。
異世代シェア型地域居住モデル構築を通じた郊外住宅地の介護予防力向上に関する研究（基盤研

ユ ニ ッ ト 報 告 書
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究（C）2019 ～ 2023 年度、研究代表者：藤岡泰寛）
　高齢化の進む公営住宅団地における学生入居事業への期待に関する研究、2023 年度卒業論文
（卯川遍）
　丘陵郊外住宅地における高齢者の健康と環境との関係に関する研究－高齢者のフレイルに着目
して－、2023 年度博士論文（吉田直子）
　また、地域課題実習「NEW-NEWTOWN プロジェクト」・「ハマの屋台プロジェクト」・「転倒
しない街共創ラボ「こらぼ」」との連携も積極的に行い、公×民×学連携を進めた。

ホームページアドレス等3

　https://danchisumai.wixsite.com/website　（冬の寒さからあなたを守るすまいの“知恵
袋”）

主要連携先4

●地域ケアプラザ		  ●各種高齢者施設
●社会福祉協議会		  ● UR 都市機構
●供給公社			   ●鉄道事業者、区役所
●自治会・町内会		  ●民間企業
●首都大学東京小泉研究室	 ●設計事務所
●民間企業			   ●横浜市建築局
●横浜市温暖化対策統括本部	 ●神奈川県
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U N I T

17 プラネタリー・ヘルスユニット

事業の総括責任者

事業の分担者・
学外協力者

令和 5年度の活動内容１

　本ユニットは、神奈川県笹山団地・羽沢横浜国大駅周辺を対象とし、プラネタリー・ヘルス（PH:
人と地球の健康をともに実現しようとする考え方）の概念を援用し、子ども、高齢者、外国につ
ながる方々、大学生が地域で豊かに暮らす方策を検討してきた。南米パラグアイにおいてもPH
の概念を用い、アグリツーリズムを展開しており、そこでの学びも応用し、笹山団地等で地域と
の連携を行ってきた。2023 年度の活動は大きくわけると以下になる。
　①�笹山団地他においてプラネタリー・ヘルス・ダイエット（PHD）の考え方を参考に、フー

ドロスを減らすため、民間企業と連携し、地域課題実習において子ども食堂の運営。　
　② �PHD プレート（レシピ）の教育学部学生による考案。
　③プラネタリー・ヘルスの世界の潮流を理解するために研究会の開催（4回）
　④�プラネタリー・ヘルスの概念を用い、パラグアイ農村部でのアグリツーリズムの展開、地場

産業の活用による給食の展開などについて学会において報告した。

令和 5年度の活動がもたらした地域への貢献2

番号
地域 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

横浜都心エリア □ □ □ □ □ □ □
新湘南エリア □ □ □ □ □ □ □
羽沢エリア □ ☒ ☒ ☒ □ ☒ ☒
県西エリア □ □ □ □ □ □ □

その他 □ □ □ □ □ □ □

● 勝地　　弘 都市イノベーション研究院
● 比嘉　紘士 都市イノベーション研究院
● 長谷川秀樹 都市イノベーション研究院
● 石川　正弘 環境情報研究院
● 堀内かおる 教育学部
● 杉山久仁子 教育学部
● 池島　祥文 国際社会科学研究院
● 佐土原　聡 横浜国立大学名誉教授
● 渋川　祥子 横浜国立大学名誉教授
● 君塚　　強 神奈川県

● 藤掛　洋子 都市イノベーション研究院
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ホームページアドレス等3

●笹山団地で実施している子ども食堂について
　facebook 笹山えんぴつルーム【横浜国立大学課題実習×ミタイ基金】
●横浜ケーブルテレビ放送
　�Youtube YCV公式チャンネル【PickUP・特集】笹山団地で国大生が学びと食を支援「えん
ぴつルーム」2024 年 1月 16日放送

●「広報よこはま ほどがや区版 9 月号」
　�https://www.city.yokohama.lg.jp/hodogaya/kusei/koho/koho_hodogaya/r5/2309.
files/0005_20230913.pdf

●地域課題実習動画　
　https://www.youtube.com/watch?v=DLyJieXKZFc
●�横浜国立大学XJICA草の根技術協力事業：パラグアイ共和国複合的農村開発プロジェクト～
アグリツーリズムの展開に向けて～

　https://paraguay-mujer.com/

主要連携先4

●神奈川県県土整備局建築住宅部	 ●横浜市保土ケ谷区社会福祉協議会
●笹山自治会				    ●笹山地区社会協議会
●（株）ジャンボリア			  ● NPO 法人ミタイ・ミタクニャイ子ども基金他
●�横浜国立大学 XJICA 草の根技術協力事業「パラグアイ共和国複合的農村開発：アグリツーリ

ズムの展開に向けて」プロジェクト

ユ ニ ッ ト 報 告 書
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U N I T

18
みなとみらい２１地区における
脱炭素まちづくり

事業の総括責任者

事業の分担者・
学外協力者

令和 5年度の活動内容１

　令和５年度は、みなとみらい 21（株）とみなとみらい 21地区の脱炭素化に向けた課題や適応
技術等について、意見交換の場を２回（５月、３月２２日（予定））もつとともに、都市イノベーショ
ン学府講義「グリーンビルディング・コミュニティ計画論」と連携して、みなとみらい 21地区
の地域熱供給プラント見学会（参加学生数 50名）を開催した。

令和 5年度の活動がもたらした地域への貢献2

番号
地域 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

横浜都心エリア ☒ □ □ □ □ □ ☒
新湘南エリア □ □ □ □ □ □ □
羽沢エリア □ □ □ □ □ □ □
県西エリア □ □ □ □ □ □ □

その他 □ □ □ □ □ □ □

①�みなとみらい 21地区の脱炭素化に向けた課題や適応技術等についての意見交換会を 2回開催した。
⑦学生を対象に「みなとみらい 21地区地域冷暖房プラント」見学会を開催した。

ホームページアドレス等3

　なし

主要連携先4

●みなとみらい２１熱供給株式会社

● 稲垣　景子 都市イノベーション研究院准教授
● 田中　稲子 都市イノベーション研究院教授
● 佐土原　聡 横浜国立大学名誉教授

都市環境エネルギー協会・専務理事
● 佐藤　　茂 みなとみらい２１熱供給 ( 株 ) 
● 西田　　晃 みなとみらい２１熱供給 ( 株 ) 
● 後藤　吉博 みなとみらい２１熱供給 ( 株 ) 

● 吉田　　聡 都市イノベーション研究院准教授
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U N I T

19 資源循環実践プロジェクト

事業の総括責任者

事業の分担者・
学外協力者

令和 5年度の活動内容１

　令和 5年度は、環境科学と廃棄物管理の専門家との協働により、日本国内の廃棄物処理の現況
と直面する課題に対して深い洞察を提供した。具体的には、廃棄物焼却に伴う環境影響、特に有
害物質の排出という深刻な問題点に重点を置き、リサイクル技術の可能性を中心に議論が展開さ
れた。
　プロジェクトの主要な焦点の一つとして、ナノファイバー技術を活用した使い捨てマスクのリ
サイクル研究が挙げられる。この技術が廃棄物の効果的な再利用及び環境に配慮した新製品開発
へどのように貢献可能かが、詳細に分析された。このアプローチは、廃棄物の価値再生と持続可
能な製品開発の両方において、大きな潜在力を示唆している。
　加えて、地域社会における環境問題への取り組みとして、廃マスク専用回収箱の設置やリサイ
クルプロセスの最適化などの施策が検討された。これらの改善策が如何にして地域の環境保全に
寄与し得るかについて、詳細な分析が行われ、廃棄物管理の新たな方向性を示した。市民の適切
な廃棄方法の学習と実践の促進も、このプロセスの重要な一環として強調された。

令和 5年度の活動がもたらした地域への貢献2

番号
地域 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

横浜都心エリア □ □ □ □ □ □ □
新湘南エリア □ □ □ □ □ □ □
羽沢エリア □ □ □ □ □ □ □
県西エリア □ □ □ □ □ □ □

その他 □ □ □ □ □ □ ☒

　令和 5年度の活動から得られた知見は、廃棄物処理の新しいアプローチを提案し、環境保護と
社会的価値の向上に対する貢献を目指している。ナノ技術の活用は、リサイクルプロセスのイノ

● 澁谷　忠弘 総合学術高等研究院 リスク共生社会創造センター
● キム　ヒョンド　京都大学 工学研究科 高分子化学専攻
● 本田　隆史 WWF ジャパン

● 具　　本埈 総合学術高等研究院 リスク共生社会創造センター
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ベーションだけでなく、持続可能な環境戦略における新たな可能性を開くことを示している。専
門家との持続的な連携を通じて、今後も地域及び広範な社会の環境問題解決への貢献が期待され
る。令和 5年度資源循環実践プロジェクトは、環境と資源の持続可能な循環を促進する上で重要
な一歩を踏み出した。

ホームページアドレス等3

　なし

主要連携先4

●北海道大学
●信州大学

ユ ニ ッ ト 報 告 書
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U N I T

20
イノベーション創出を目指す学生の
地域連携活動のプラットフォーム

事業の総括責任者

事業の分担者・
学外協力者

令和 5年度の活動内容１

　学生によるイノベーションの創出を目指し、学生を主体とする活動基盤「イノベーションプラッ
トフォーム（略称：i-Plat）」を提供、その運営および学生の活動に対する支援を行った。その根
底には、地域や社会の課題を発見し、解決したいという思い、そして解決策の模索と具現化を推
し進める体制が必要との考えがある。活動全体の集約と地域との意見交換の場として、かながわ
起業家教育推進協議会に参加している。
　学生はこれまでの i-Plat における活動と同様、テーマ毎にチームを結成し、それぞれ下記の活
動に取り組んだ。
●VRデータ設計技術による価値の創出
　学部・学府をまたがる学部生・大学院生による連携を主体として、理工系・都市科学系メンバー
が各々持ち寄る技術シーズを活かしたYNU-VRマップの作成を継続、その利活用シーンを探り
ながら、VRデータ設計技術による価値の創出を目指している。
[ 活動内容 ]
　•　都市科学部オープンキャンパスにてVR体験会を開催
　•　キャンパスマップの充実に向けて学内他部署（入試広報課）と打合せ
　•　新規メンバーを発掘するためにUnity 勉強会を開催
●地図アプリを用いた街のリアルタイム情報の発信
　人々の生活を豊かにするために不可欠な「移動」のしやすさに繋がるデジタルマップやWeb
サービスを活用し、そこに地域における価値ある情報の発信機能を実装することで、​地域振興や
まちづくりに貢献することを目指している。
[ 活動内容 ]
　•　地域の課題を把握するための現地調査を実施（小田原市 / 葉山町）
　•　�モビリティの動向把握のために研究発表会に参加（日本モビリティ・マネジメント会議 / 

土木計画学研究発表会）
　•　�「デジタル×アナログの良さを活かしたオリジナル・マップによる街づくり」をテーマに「お

だわらデジコン城下町（全国学生デジタルまちづくりコンテスト 2023 in ODAWARA）」
に応募し、選考過程において小田原市関係者と交流（助言・ディスカッション）→最優秀
賞に次ぐ優秀賞を受賞

● 木内　恵子 地域連携推進機構成長戦略教育研究センタ－
● 望月　雅之 地域連携推進機構成長戦略教育研究センタ－
● 湯沢　雅人 地域連携推進機構成長戦略教育研究センタ－
● 小清水　実 先端科学高等研究院
● 盛一　志仁 ソニー株式会社
● 前田俊太朗 （株）Hyper Cube

● 為近　恵美 地域連携推進機構成長戦略教育研究センタ－
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< 関連資料 >
　小田原市広報：https://www.city.odawara.kanagawa.jp/field/municipality/digital/council/p36318.html
●日本の科学力の強化に向けた子供たちの学び＆体験の場の創出
　「好奇心の種をまく」ことを目的とし、自然の奥深さや生命の尊さを学ぶフィールドワーク、
身近に存在する疑問やワクワクするようなテーマでの面白実験など、理科や科学に対する好奇心
や興味を広げる活動を通して「楽しい！」や「綺麗だなあ」と理屈を通り越して感動する体験を
提供している。
[ 活動内容 ]
　•　�小学生向け面白理科実験教室を開催（NPO団体「寺子屋」との共催＠川崎市立幸町小学校）
　•　�夏休みの自由研究プロジェクト（リコチャレ＠横浜国立大学）
　•　�理科の楽しさを体感するためのお楽しみ実験SHOWを開催（＠こどもサポート南野川）
　•　�親子で楽しむ香水づくりイベント (「感覚×香り」の親子イベント＠星天クレイ )
　•　�活動内容を応用物理学会講演会「教育」のセッションで発表

令和 5年度の活動がもたらした地域への貢献2

番号
地域 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

横浜都心エリア □ □ □ □ ☒ ☒ □
新湘南エリア □ □ □ □ □ □ □
羽沢エリア □ □ □ □ □ □ □
県西エリア □ ☒ ☒ □ □ ☒ □

その他 □ □ □ □ ☒ □ □

ホームページアドレス等4

● YNU-VR プロジェクト：https://ynumap.vercel.app/
●横浜市スタートアップ社会実装推進事業：https://yoxo-o.jp/su-jisso/
●学び×横浜未来メタバースプロジェクト：https://www.swap-technology.com/yokometa
● Y's navi：https://map.alt-cois.com/ynu/index.html
● CurioSeeds：https://sites.google.com/view/curioseeds/home

主要連携先5

●応用物理学会：https://www.jsap.or.jp/
●ディアベリー株式会社：https://deervery.com/
●株式会社ぐるり：https://gururi-lp.com/
●横浜未来機構：https://yoxo-o.jp/　 
●神奈川県（起業家教育）：https://www.pref.kanagawa.jp/docs/sr4/kigyouka.html
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U N I T

21
神奈川県西
森里川海みらいプロジェクト

事業の総括責任者

事業の分担者・
学外協力者

令和 5年度の活動内容１

　今年度の地域連携推進活動として、真鶴にある本学附属臨海環境センターや地域の事業者とと
もに海洋生物の多様性が高い相模湾における未利用資源を検討すること計画していた。そこで附
属臨海環境センター（センター長下出教授）の環境情報研究院助教高山佳樹氏、技術職員木村倫
代氏のサポートの下、湯河原町福浦港に属する釣り船に出船を依頼し、実施時期に捕獲可能な深
海性の未利用魚シキシマハナダイを釣りその利用可能性について検討した。地域連携に関する教
育効果も期待できることから学生も募集し、経済学部生 12人が参加した。

令和 5年度の活動がもたらした地域への貢献2
番号

地域 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
横浜都心エリア □ □ □ □ □ □ □
新湘南エリア □ □ □ □ □ □ □
羽沢エリア □ □ □ □ □ □ □
県西エリア □ □ □ □ ☒ □ □

その他 □ □ □ □ □ □ □

ホームページアドレス等3

　臨海環境センターHP：http://www.mmcer.ynu.ac.jp/mmcer/top.html

主要連携先4

　なし

● 下出　信次 環境情報研究院（附属臨海環境センター）
● 池島　祥文 国際社会科学研究院
● 水井　涼太 NPO 法人ディスカバーブルー
● 田坂恵理子 一般社団法人 Japan Hunter Girls

● 森田　　洋 地域連携推進機構成長戦略教育研究センター
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